「ドローン」を用いた「インフォテインメント教育」～マリリン・モンローから始まる「エンタテインメント」との親和性～ by 田畑 恒平 & 植田 康孝












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Hubsan X4 HD HD画質で録画できる200万画素カメラとマイクロSDカードスロットを搭載した全長84mの超小型機
RC EYE One Xtreme 全長225mmの小型機で、GoProなどのカメラを装着できる。安定性の高いモーターを採用し、店頭価格は19,800円である。
Phantom3 1,240万画素カメラを搭載した対角590mmの中型機で、ドローン人気の牽引的なシリーズ最新作となる。店頭価格は18万円である。
Bebop Drone 1,400万画素カメラを内蔵し、スマホやタブレットで操作できる全長32mmの超小型機。店頭価格はコントロール付きで15万円である。




NINJA 400MR ラジコンヘリパーツの有名メーカー「JP PROPRO」から登場した、全長486mmのカメラ非搭載モデル。簡易セット（コンボ）の店頭価格は42,000円。
Speder Ⅱ 全長133mmの小型モデルで、カメラは非搭載。LEDライトを内蔵しており、夜間飛行も可能である。店頭価格は5,141円である。
【出典】小林[2015]
図9　「Inter BEE 2015」のDJIブ スー 図10　出展された「PHANTOM」シリー ズ








































































































































































































































































[14]  「日本経済新聞」2015年7月31日, 7月25日, 7月
































64 「ドロ ンー」を用いた「インフォテインメント教育」  ～マリリン・モンローから始まる「エンタテインメント」との親和性～
上空飛行を禁止する国の重要施設に原子力発電所
を加える民主党修正案を受けて、国会で成立した。
15　2015年7月10日付日本経済新聞
16　2015年5月21日付日本経済新聞
17　Newsweek（2015年6月16日号）
18　グローバル・ホークは、全長13.5m、全幅35.5m、
重量6,710kgのドローン。日本では、福島第一原発
の事故の際、被害状況の把握のため、施設上空を
飛行した実績を持つ。現在、青森・三沢基地に米
軍所有の期待が配備されている。
19　1,480億円には、機体の本体価格（1機25億円）の他、
センサーや慣性航法装置、情報通信ソフト、数
百億円かかる地上施設、パイロットの技能訓練な
どが含まれる。
20　防衛省は「運用開始予定は平成31年（2019年）度。
わが国の領海・領空から離れた地域の情報収集や、
事態が緊迫した時に空中で常時継続的な警戒監視
を行うことが可能になる」と期待する。 
21　隣接する柏市はDIDが3,557.59（全国101位）であり
市全体では飛行可能地域となるが、柏駅前などの
市街地は当然飛行不可であり、地区単位の綿密な
DID把握が必要である。
22　「イノベーション」について、オーストリア出身の
経済学者、ジョセフ・シュンペータは、経済成長の
重要な要素と指摘し、既存の均衡を創造的に破壊
して新しい均衡を作る「新結合」を「イノベーショ
ン」と捉えた。既存システムを変革し、新しい生
産性のフロンティアに移るような急進的（ラジカル）
なものである。イノベーション理論は、クレイトン・
クリストン「イノベーションのジレンマ」を経て、
近年では、異質な知と異質な知との組み合わせか
ら生まれる、という知見が一般化している。
23　政府でも、経済産業省が推進する立場を取るのに
対して、国土交通省や厚生労働省は既得権益を守
る立場から規制しようとすることが多い。
24　「週刊ダイヤモンド」2015/12/26、2016/1/02新
年合併号,77p.
